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ま
ず
、
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
以

来
、
日
本
の
歯
車
が
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
少
し
で
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
東
志
会
員
の
方
々
の
中
に

は
今
回
の
震
災
被
害
県
に
居
住
さ
れ
て
い

る
会
員
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
ご

無
事
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
全
会
員
の
皆

様
が
ご
健
勝
で
あ
る
こ
と
を
、
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
に
対
し
て
、
全
国
の
方
々

が
立
ち
上
が
っ
て
様
々
な
形
で
援
助
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
活
動
も
積
み

重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
力
を
つ

く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
、
我
が
東
志
会
も

何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
と
考

え
る
毎
日
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
毎
年
同
窓
会
と
し
て
参
加
し

て
い
る
母
校
文
化
祭
に
お
い
て
、
昨
年
は

参
加
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
と
人

と
の
関
わ
り
を
強
く
結
び
つ
け
て
く
れ
た

と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
一
昨
年
度
か
ら
起
こ
っ
た
こ

と
な
の
で
す
。
高
校
を
卒
業
し
た
く
ら
い

の
若
者
（
最
初
は
母
校
の
卒
業
生
と
勘
違

い
し
て
い
た
）
が
同
窓
会
の
部
屋
に
来
て
、

熱
心
に
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
年
は
、
ま
だ
ア
ル
バ
ム
が
全

部
揃
っ
て
い
な
い
た
め
、
探
し
て
い
た
も

の
が
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
は
、
毎
年
の
文
化
祭
で

は
特
に
人
気
が
あ
る
も
の
な
の
で
、
不
足

の
年
度
を
補
う
た
め
に
母
校
よ
り
お
借
り

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
保
存
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
昨
年
度
は
、
そ
の
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
ア
ル
バ
ム
を
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ

の
彼
が
再
度
見
え
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
の
ア
ル
バ
ム
を
熱
心
に
閲
覧
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
誰
を
捜
し
て
い

る
の
か
聞
い
て
み
る
と
、「
父
親
を
捜
し

て
い
る
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ど
う
も

何
ら
か
の
事
情
で
、
現
在
父
親
と
は
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

我
々
が
父
親
が
何
期
生
な
の
か
聞
き
ま
し

た
。
う
ろ
覚
え
で
言
っ
た
２
、３
期
を
名

簿
で
調
べ
て
あ
げ
、
ア
ル
バ
ム
で
再
確
認

す
る
と
、
そ
こ
に
は
彼
の
父
親
の
写
真
が

あ
り
ま
し
た
。
彼
は
数
分
間
そ
の
写
真
を

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ホ
ッ
と
し
た
よ
う
な
、
嬉
し
そ
う
な
顔
で

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
来
ま

す
。」
と
礼
を
言
っ
て
出
て
い
き
ま
し
た
。

残
っ
た
我
々
の
心
に
は
、
思
い
や
り
・
願

い
が
叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
、
爽
や

か
な
気
持
ち
で
「
や
っ
て
い
て
良
か
っ

た
。」と
い
う
思
い
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
活
動
に
は
目
立
つ
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
積
み

重
ね
て
い
く
中
で
、
会
員
や
そ
の
家
族
に

と
っ
て
必
要
な
一
面
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
、
小
さ
く
て
も
し
っ
か

り
し
た
活
動
で
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
し

た
。

　

ま
た
今
年
度
か
ら
、
ク
ラ
ス
会
や
同
期

会
、
ク
ラ
ブ
の
O
B
会
へ
の
援
助
金
増

額
。
そ
し
て
、
母
校
ク
ラ
ブ
に
対
し
、
ど

の
ク
ラ
ブ
に
も
同
じ
よ
う
な
援
助
が
（
大

き
な
大
会
参
加
の
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
）

で
き
る
よ
う
な
計
画
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
後
も
地
道
な
同
好
会
の

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

小
さ
く
て
も
し
っ
か
り
し
た
活
動

小
さ
く
て
も
し
っ
か
り
し
た
活
動

東
志
会
会
長　

丹　

治　

豊　

明

（
二
期
生
）
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平
成
20
年
度
に
着
任
以
来
４
年
目
に
な

り
ま
す
。
例
年
に
習
い
、
昨
年
度
ま
で
の

本
校
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
て
、
今
年
度

の
抱
負
な
ど
を
加
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
春
の
入
試
に
向
け
た
中
学
校
校
長
会

の
調
査
で
、
第
１
希
望
と
し
て
本
校
を
上

げ
た
生
徒
が
と
て
も
多
く
、
進
学
重
点
校

な
ど
を
除
く
と
、
23
区
内
で
は
ト
ッ
プ
で

し
た
。
推
薦
入
試
で
も
男
子
4
・
25
倍
、

女
子
4
・
45
倍
で
し
た
。
一
般
入
試
で
は
、

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
上
２
割
を
学
力
検

査
の
み
で
判
定
す
る
特
別
選
考
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
昨
年
度
よ
り
評
定

も
高
い
の
で
す
が
、
特
に
合
格
最
低
点
が

数
十
点
上
昇
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
校
の
テ
ー
マ
は
学
力
向
上
で

す
。
無
理
や
り
進
学
実
績
を
伸
ば
す
の
で

は
な
く
、
学
力
向
上
の
結
果
で
の
進
学
実

績
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

校
内
に
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
実
績
の
あ
る
学
校
の
視
察

を
行
っ
た
り
、
授
業
改
善
の
協
議
を
行
っ

た
り
し
て
各
種
の
提
言
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

本
校
で
は
「
普
通
」
の
良
さ
を
前
面
に

出
そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
普
通
と
は
特

別
な
こ
と
を
行
わ
な
い
だ
け
の
こ
と
で
す

が
、
例
え
ば
特
別
の
コ
ー
ス
を
設
け
ず
満

遍
な
く
学
習
さ
せ
る
と
か
、
特
進
コ
ー
ス

を
作
ら
ず
、
一
部
の
生
徒
だ
け
を
有
利
に

進
学
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
全
員
の
学
力

を
向
上
さ
せ
て
進
学
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
徐
々
に
そ
の
効
果
が
現
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

部
活
動
は
活
性
化
策
が
少
し
ず
つ
効
果

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
弓
道
部
は
東
京
都

で
唯
一
、
国
体
強
化
部
活
動
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
東
日
本
大
会
の
ほ

か
全
国
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
国
体
ま
で
ね

ら
い
た
い
も
の
で
す
。
演
劇
部
は
都
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
が
、
全
国

に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
吹
奏
楽
部
に

専
門
家
の
指
導
者
を
招
き
今
年
も
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
銀
賞
ま
で
い
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
新
入
部
員
の
状
況
に
も

よ
り
ま
す
が
、
夏
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
も
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
も
成
績
が
上

が
っ
て
お
り
ま
す
し
、
他
の
部
活
動
も
動

き
は
活
発
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
・
設
備
の
点
で
は
、
懸
案
だ
っ
た

体
育
館
の
照
明
が
改
善
さ
れ
と
て
も
明
る

く
な
っ
た
こ
と
、
渡
り
廊
下
の
屋
根
と
自

転
車
置
き
場
を
塗
装
し
な
お
し
て
き
れ
い

に
な
っ
た
こ
と
、
校
門
脇
の
イ
チ
ョ
ウ
が

枯
れ
た
た
め
、
け
や
き
を
植
え
た
こ
と
な

ど
で
す
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
修
理
し
ま
し

た
。

　

同
窓
会
代
表
の
方
に
、
学
校
運
営
連
絡

協
議
会
協
議
委
員
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
場
で
も
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を

報
告
し
て
お
り
ま
す
し
、
生
徒
の
状
況
も

ご
覧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
、

本
校
の
状
況
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
生
徒
を

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
励
み
に
な
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
の
皆
様
へ

同
窓
の
皆
様
へ

平
成
23
年
度
年
間
行
事
予
定

平
成
23
年

4
／
７　
　
　

入
学
式

4
／
23　
　
　

授
業
公
開
①

5
／
20　
　
　

学
校
運
営
連
絡
協
議
会
①

6
／
3　
　
　

体
育
祭

6
／
26　
　
　

東
志
会
委
員
会
・
総
会

9
／
10
・
11　

文
化
祭

10
／
1　
　
　

授
業
公
開
②

10
／
21　
　
　

学
校
運
営
連
絡
協
議
会
②

11
／
2　
　
　

開
校
記
念
日

11
／
5　
　
　

授
業
公
開
③

11
／
15
〜
17　

修
学
旅
行

12
／
10　
　
　

学
校
説
明
会

平
成
24
年

2
／
3　
　
　

学
校
運
営
連
絡
協
議
会
③

3
／
2　
　
　

東
志
会
入
会
式

3
／
3　
　
　

卒
業
式

3
／
21　
　
　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

転
出
教
職
員

平
成
22
年

家　
　

庭　
　

岩　

田　

麗　

子

英　
　

語　
　

岡　

田　

一　

郎

国　
　

語　
　

酒　

井　
　
　

誠

理　
　

科　
　

辻　

村　

保　

弘

保
健
体
育　
　

松　

崎　

浩　

史

社　
　

会　
　

横　

山　

郁　

夫

英　
　

語　
　

漆　

谷　

明　

子

英　
　

語　
　

周　

東　

永　

邦

社　
　

会　
　

見　

上　
　
　

哲

英　
　

語　
　

齋　

藤　
　
　

勇

平
成
23
年

数　
　

学　
　

伊　

藤　

静　

市

数　
　

学　
　

好　

住　

幸　

俊

理　
　

科　
　

佐
々
木　

明　

美

英　
　

語　
　

宮　

本　

秀　

代

芸　
　

術　
　

乾　
　
　

は
る
み

社　
　

会　
　

中　

嶋　

三　

雄

情　
　

報　
　

竹　

内　

正　

年

校
長　

藤　

坂　

健　

司

（
東
志
会
名
誉
会
長
）
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●
旧
職
員

松

岡

勇

二

伊
藤（
加
藤
）育
美

坂　

本　

元
五
郎

杉

原
　

安

山

際　
　

勉

彦

田

淑

子

●
高
１　

昭
43

古
川（
竹
田
）洋
子

中
井（
鶴
岡
）栄
子

清
水（
嵯
峨
野
）恭
子

堀　
　

俊

一

蒔

田

泰

育

●
高
２　

昭
44

沖

野

博

久

沖
野（
篠
﨑
）正
子

丹

治

豊

明

田

中

守

久

吉

田　
　

実

大
塚（
石
井
）千
津
子

阿
部（
目
黒
）栄
子

田
中（
秋
元
）秀
子

石
川（
板
橋
）真
由
美

広

瀬　
　

勝

松
崎（
内
田
）乃
理
子

●
高
３　

昭
45

米　

川　

恵
美
子

鈴

木　
　

裕

小
澤（
羽
鳥
）純
子

遠

藤

慶

美

林　
　

輝

夫

佐　

藤　

美
津
枝

藤
松（
浅
木
）ひ
さ
子

清
水（
日
下
）千
恵

武
田（
宮
崎
）文
子

木

津

光

永

横　

山　

み
つ
ゑ

坂

本

光

宏

原　
　

正

一

大
口（
丸
橋
）和
枝

●
高
４　

昭
46

今　

澤　

淳
一
郎

小
池（
光
永
）美
恵
子

●
高
５　

昭
47

森　
　

弥

生

塚

本

芳

信

須　

加　

富
士
雄

古
谷（
佐
藤
）智
子

藤
崎（
横
山
）秀
代

塩

山

正

明

原（
三
浦
）千
代
子

竹

田

秋

男

●
高
６　

昭
48

西
沢（
福
泉
）喜
代
美

●
高
７　

昭
49

保

々

幸

男

川

田

聖

民

堤　
　
　
　
加
陽
子

中

村　
　

茂

石
田（
坂
本
）な
ほ
み

小
野
川　
　
　

弘

山

沢

敏

行

●
高
８　

昭
50

伊
藤（
吉
川
）久
代

鎌
田（
細
萱
）け
い
子

●
高
９　

昭
51

吉

﨑

勝

美

石
毛（
森
田
）早
苗

荒
井（
林
）八
恵
子

●
高
11　

昭
53

佐

伯　

 

学

新

川　

 

裕

千
葉
井　

美　

子

深
川（
稲
葉
）容
子

和

泉

友

子

鈴

木

慶

子

石

川

智

逸

●
高
12　

昭
54

河

畠

英

一

盛

田

和

久

山　

本　

香
代
子

●
高
13　

昭
55

馬

場

清

久

石
川（
板
垣
）喜
実

●
高
15　

昭
57

酒　

井　

奏
能
子

●
高
16　

昭
58

塚
本（
日
向
寺
）邦
子

●
高
17　

昭
59

佐
藤（
永
野
）鈴
恵

岡
村（
鈴
木
）と
も
子

●
高
18　

昭
60

栗

山

義

広

●
高
19　

昭
61

矢

口　
　

晃

●
高
21　

昭
63

小
藤
田　
　
　

茂

●
高
23　

平
２

川

口

和

枝

菊

地

哲

也

●
高
25　

平
４
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　同窓会事務局では、年一回の会合については、援助金を出しています。
　同期会には、30,000円
　クラブOB会・クラス会には、10,000円
　同期会代表者、OB会、クラス会幹事の皆様は開催予定がありました
ら、下記ホームページか２期沖野博久迄ご相談下さい。
○２期　沖野　　03－3634－1248（びすとろ　のっちょりいの）
○東志会ホームページ
　http://www.tousikai.net/

同期会・クラス会・クラブOB会の方々へ
援助金 upのお知らせ !
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日時　 9月11日（土）　11：00～15：00
　　　　　12日（日）　10：00～15：00

場所　4階　理科講義室

2010（第46回）

いつもは、まとめで報告してしまう文化祭を
今年は具体的にお知らせしようと思います。

展示

毎年好評の新メンバー作成の部活取材より
・卒業アルバムが一部DVD化され、パソコンで見る事ができる様に
なりました。
　そして…このDVD化された中にホッとなドラマが生まれたのです。
　２日間をかけて私達も応援し、やっと卒業生のお父さんを見つけだ
した嬉しそうな息子さんの顔が忘れられません。
・今年から「バンザイ東の先生」「バンザイ東の先輩」と題してクリ
アファイルが登場 !! しました。
　先生方や先輩が在校生に贈る言葉が光っています。まだまだ原稿募
集中 !! です。

手作りコーナー

・41期、森尾さんが担当。
　クリアファイルやリボン
を使ったかわいい小物入
れを作成しました。

フリードリンク

・文化祭の中で唯一ゆっくり座って
話のできるコーナーです。
　41期大原さんの手作りクッキー
は大好評、今年はカップケーキも
登場しました。
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～テーブルにおいた感想ノートから～
・クッキーとてもおいしかったです。
　文化祭の穴場スポットですね。
・カップケーキもクッキーも超おいしかったです。
　部活動の事もまとめてあってよかったです。
・展示を１階から見て回り、疲れてたどり着いたのが本席です。つ
めたいウーロン茶をいただき、ホッとしたところです。こうし
た場があることは助かります。ごちそうさま！

・子ども達が手芸にはまり、とてもやさしく、ていねいに教えてく
れたお姉さん、ありがとうございました。ホッとひといき、心
のやすらぎになりました。

　課題もあるし、苦労もありましたが、色々な人達と
のふれ合いが楽しみな文化祭です。
　同窓生のお手伝い大歓迎 !!　ぜひ来年、いえ今年
の文化祭に来てみませんか。

清水千恵（三期）

DANCE部DANCE部
　東高校のダンス部には個性豊かな仲間が沢山！そんな
ダンス部をまとめている部長、副部長さんに取材してき
ました♪
部長：谷川くん　副部長：鳴海さん
☆ダンス部に入ったキッカケは？
○中学の部活の先輩がダンス部に入っていて自分も少し
ダンスを始めていたから。

○昔から踊る事が好きで先輩の踊りをみて、カッコイイ
と思ったから。

☆入ってよかったなと思うことは？
○仲間と協力することや自分の気持ちを表現できるよう
になったこと。

○今まで出来なかったことが出来る様になったり、みん
なで踊る楽しさや団結力を感じた。

☆ラストダンスに向けて
○観客の皆さんに感動を与える最高なダンス公演にした
い !!

☆引退に向けての気持ち
○先輩や後輩と一緒に踊ったり、みんなでワイワイでき
る事が嬉しくて、毎日部長を中心に練習していた日々
がなくなってしまうと思うとさみしいです。でもしっ
かりした後輩がいるので今後の部活を任せることに不
安はありません。

　ここまで色々なことがあったけど、後輩、そして３年
間一緒にやってきたメンバー全員で気持ちを一つに楽
しく踊ることが出来たらと思います。

　今年は東ダンス部OBも振り付け担当しました。３年
ラストダンスは、ラストにぴったりの素敵なダンスに
なってますので、ご注目ください。

　最後に……
　文化祭では今までのダンスの成果をみせられる場所で
あり、ラストダンスを踊る場でもあります。３年間仲間
と一緒に頑張ってきたからこそ、できる大きなもの。是
非観に来てください !!
　２年生、１年生もいい人達ばかりだから、ダンス部に
入る為に東高校に入学してね！

43期委員　吉田芽吹・日下静香

部活動への援助について

　母校各部の皆様には様々な活動を通して、仲間や他校との交
流を推し進めていることと思います。
　また、部によっては各大会に参加し、素晴らしい成績を収め
られているとの連絡を受けています。
　わが東志会（同窓会）も、そのような部に対して、出来うる
範囲での援助をさせて頂いておりました。
　しかし私たちとしては、全ての部活動に対して公平に援助の
対象としていきたいと思いますが、一律全部活動への援助には
費用にも限界があります。そこで次のような援助方法を考えま
したので、奮って申し込み頂けますと幸いです。

記
１．援助内容
　★活動報告（写真付き）を提出（同窓会報に掲載し、会員に

皆様の活動・活躍を知らせるため）していただける部に
年間10,000円の費用を援助する。

　★ただし、１年間に５つの部とする。
２．申し込み方法
　★申し込み受付は、文化祭前日と文化祭第１日目とする。
　★決定発表は、文化祭第２日目。基本的には申し込み順。
　★援助に外れた部は、次年度優先とする。（次年度も申し込

みが必要である。）
　★援助を受けていない部が優先となる。
　★申し込みの部が少ない場合は２年連続でも援助を受けられ

る。
３．大会出場の部活援助
　各部で大きな大会に出場する場合については、費用もかさむ
ため、東志会としてもいくらかの援助をしていきます。
　★関東大会・東日本大会出場の場合…30,000円
　★全国大会出場の場合…50,000円
※この援助については、平成23年度より実施します。
申し込み希望をして頂けること、お待ちしています！

ダンス部
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　昨年の会報に「バンザイ！東の先生、東の先輩」と題してアンケートを実施しました。
　ここで、お寄せいただいたアンケートをご紹介させていただきます。

①杉原　安
②倫理・政経
③出身大学（東京教育大）が教師になるのが当然という雰囲
気でした。
④教えるためには自から学ばねばならなかった。また教え子
に恵まれました。
⑤新設校でしたので、全てが新鮮でした。また、前任校が商
業高校であった故か、３年の就職希望の女子クラス（１期
生）の担任となり就職を任されました。当時高卒の女子が
銀行その他企業の戦力の中心でしたので、やりがいがあり
ました。
⑥変化の激しい時代ですので、知識、情報等の吸収に努めて
下さい。
⑦世相の動きに遅れないよう、図書館を大いに利用していま
す。
⑧東京都新宿区

①御名前
②担当教科
③「教師になろう」と思われたキッカケ、または教師になら
れたキッカケ
④教師になって、または教師をやっていて良かったと感じた
こと
⑤東高校での在職中の思い出
⑥現東高生、または卒業生へのメッセージ
⑦その他（ご趣味やマイブームなどをご記入ください。）
⑧御住所（例）東京都○○区、○○県□□市など簡単なもの
で結構です。
　また、このアンケートにご協力下さる先生を、ぜひご紹介
ください。よろしくお願いいたします。紹介していただけ
る先生のお名前

①篠原照於
②保健体育科
③中学時代器械体操をしていたのと東京教育大学体育
学部を無事卒業出来たことと子供が大好きだったか
ら。

④人間同士の心のふれあいが体験出来たこと。
⑤校内合宿で５つのクラブ顧問をしていたので、４泊
５日かける５で20日間を楽しく２年続けてしたこと。

⑥健康第一なので、ストレスに負けないよう身心とも
に鍛えておくこと。

⑦60歳定年を迎えた時や75歳の後期高齢者になって
慌てないように遊び心（趣味）は静的と動的なもの
を複数、若いうちに身につけておくと生きる張り合
いが増します。私は現在卓球とハーモニカを楽しん
でいます。

⑧東京都小金井市

①神宮司喜一
②英語
③高校卒業後、株式会社日立製作所本社に就職し、そ
こで出会った先輩の言葉で自分の本当にしたいこと
は何かを考えたのがキッカケです。

④自分には無い素晴らしいものを持っている多くの若
者に日々接し、元気をもらったり、大切なことを教
わったりできたこと。

⑤平成６年に東に赴任し担任となりましたが、旧校舎
で１、２学期を過ごした後、プレハブ校舎に移り、
ついに卒業する迄プレハブ生活をしたことです。歩
くたびに浮き沈みする廊下を懐かしく思い出してい
ます。

⑥しっかり勉強し、多くの良き友達をつくって下さい。
そして人間として大切なことをしっかり学んで、一
緒により良い社会をつくるために頑張りましょう。

⑦最近は映画をたくさん観ています。それと健康増進
（維持？）のために週１回インドアテニススクール
で汗をかいています。

⑧東京都練馬区

①楠原絢子
②国語
③父母、叔父、叔母などに教育関係者が多数いて、教
育という仕事の純粋さに魅かれていたこと。教育実
習によってなお更この仕事が好きになったこと。

④勉強をすればするほどそれが仕事に直結して生かせ
ること。生徒との一体感がすばらしいこと。深く結
ばれれば生涯の宝になりえます。

⑤初めて東高校に赴任したとき、校舎は横川橋にあり、
古くて小さかったし、生徒もまだ一学年しかいな
かったが、学校創設の活気に溢れていました。やが
て砂町に新校舎が完成し、事務室の方々、教師、生
徒全員で引越をし、樹木の１本から移植し、「下町
の学習院を目ざす」といって勉学や行事に取り組ん
だ日々が鮮明に記憶に残っています。転勤の時は悲
しくて涙がこぼれました。

⑥思い立った時が一歩を踏み出す最良の時だと思いま
す。年齢、性別など関係ありません。力は持ってい
るものでなく、湧いてくるものです。感動する心を
持ち続けて下さい。

⑦上達しない趣味をいくつも抱えて悩んでいます。
⑧東京都小平市

①殿山　清
②事務長（S40.10.1～46.3.31）
③都立千歳高校卒業時（昭26年３月定時制）当時の降
旗校長の推せんで同校事務室に採用された。校長さん
の授業のときある問題について反論したところ次の授
業のとき君の意見の方が正しかったと言われ以来親し
くして頂いていた。
④校長先生のお陰で就職難の時代職につけたので生涯
学校事務を続けようと決意した。事務長で最初の学校
が東高校であった。西高に負けない学校をということ、
東高校と成田校長が名付けられた舩本教頭の下若き教
師群で熱気があった。41年のうち３校は事務長、最後
２校（上野、武蔵）は管理職室長として勤務した。こ
の間全国公立高校事務職員協会長５年勤め、71歳で勲
五等瑞宝章を頂いた。
⑤熱気溢れる校内のふんいきに私も若干33歳の若さも
あって新校舎建設に全努力を傾けた。新校舎に移転し
た喜びは大きかった。教師の方ばかり目を向けている
との声があったとき「私は生徒の教育にのみ目を向け
ている」と反論したことがあった。
⑥学校創立の精神をいつまでも持続しがんばって欲し
い。
⑦78歳を超しましたが、教育はもとより社会政治に関
心を持ち週４回テニス、卓球を楽しんでいる。
⑧東京都国立市
　推せん　河上先生（東京で採用、最後日比谷高校長）

旧職員

旧職員 旧職員

旧職員

旧職員
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①佐々木虔一
②社会（日本史）
③中学校の非常勤講師として教えていた時、楽しい仕事と思った。
④東高校には1973（昭48）～1986年まで14年間お世話になりました。
多くの生徒諸君や教職員の方々と親しくすごせた事です。
⑤社会問題研究会、園芸クラブ、ハンドボール部の顧問として、良
い思い出があります。
⑥すでに多くの卒業生が社会の中心を担っていて、各地で再会する
時大変うれしく思います。
⑦交通の歴史の研究にとりくんでいます。
⑧千葉県佐倉市

①刀根雅江
②英語
　　昭和28年（1951）津田塾大学英文科卒業後すぐ母校だった小松川高校の教師になりました。私の恩師が定年を迎えるので後
釜になってがんばって欲しいとおっしゃって、幸運にも母校に拾っていただきました。定時制分校と全日制を含め18年ほど小
松川で過しました。当時ご一緒だった今は亡き若林一也先生が、東高校の教頭になられて、私を東高校へと誘って下さいまし
た。当時の東高校は「墨東の学習院」を目指して教師も生徒の育成にがんばっている時代でした。私は東にたった４年しかお
りませんでしたので、何かお役に立てたかどうかよくわかりませんが、私が誇りに思いその後の教師としての生き方に影響を
与えた２つのことがあります。
　　その１つは、大学合格を目指している生徒達の添削指導をして成果を挙げたことです。当時の東高校は創立間もないので、
大学合格率も低く、悩みの種でした。やはり英語の力をつけることは急務だと考え、自分の実力以上にハイレベルの大学合格
を目指している生徒達に講ゆる添削指導を始めたのです。今でいう “赤ペン先生 ”みたいなもので課題を与え、生徒はノート
に解答をかいて毎朝英語科研究室の私の机上に置いておく。私は空き時間を利用して添削し、又課題を出す。この事のくりか
えしがずっと続けられました。先生、生徒双方にかなりの忍耐力と努力が必要でした。しかし結果は上々でした。指導をうけ
た生徒達は実力以上の大学に合格しましたし、かれらの努力は他の生徒達への良い刺激になりました。
　　もう１つは水泳部顧問として館山で行われた夏合宿で得たことです。私は顧問として生徒の指導を受け持ち、コーチ（先輩
の大学生）は技術指導をしてくれていました。館山の施設には25mのプールと合宿所が併設されていて、マネージャー２人
と私と３人で部員、コーチの３度の食事の準備をするのですから重労でした。勿論先輩も来て手伝ってはくれましたが、20人
以上の人々の食事のメニュー作りから買い出し、そして食事作りは私にとって初めての経験でした。
　　調理師の免許もない私達があんなことをしていたとは、今になって考えればずい分無謀なことだったと思います。その上熱を
出したりする生徒がいればその看病、病院への付き添い、悩んでいる子への声掛け指導など本当に大変な日々でしたが、それを
何とか無事やり終えた時の満足感は大きく、その後の私の長い教師生活を支えてくれるいくつもの教訓を得ることができました。
　　もっと長く東高校にいたかったのですが、墨田川高校からどうしても女子の教員が必要なのでという要請を断り切れず、移
ることになりました。東では１回しか卒業生を送り出していませんが、その人々とは今でもかなり深いつながりがあります。
その後63歳まで教師を続けたので、多くの人々と絆ができました。41年もの長い年月を教師として生き続けられたのは本当
に良かったと思っています。
　　東の在校生の皆さん、時代が変わっても “根っこ ” は同じです。大切なのは人間と人間のつながりなのです。教師はみなさ
んの成長を助けるためにいるのです。言葉は悪いけれど先生方を “利用 ” しないのはもったいない。自分の進む道を見つけ多
くの先生方の力を自分の成長のために利用しなさい。みなさんの志が本当のものであれば、先生方は惜しみなく力をかして下
さると思います。これは短いけれど、私のアドバイスです。元気でがんばって下さい。

①涌井徳司
②保体
③教授に奉仕の仕事をしたらと言われたのがキッカケ
④狭い環境だけど子供達に教えられることが多かった。
⑤アットいう間の15年
⑥失敗を気にせず夢を追い求めましょう。
⑦映画をみる。野菜作り
⑧千葉県佐倉市

①あなたの名前
②生年月日
③住所　（例）東京都○○区、○○県□□市など簡単な
もので結構です。
④紹介したい方の名前
⑤現在しているお仕事（お店や趣味）を始めたキッカケ
⑥それをやっていて、良かったと感じたこと
⑦東高校での思い出、高校時代の思い出
⑧後輩たちへのメッセージ
⑨その他

①大口和枝（旧　丸橋和枝）
②昭27年１月25日
③千葉県浦安市
④西井輝男先生
⑤東京都立高校学校司書
⑥大好きな本に囲まれて、感性豊かな高校生と毎日過ご
せること。学校司書は天職です。
⑦若林先生と中村弘一先生に出会えたこと
⑧運命は性格の中にある（芥川龍之介の言葉）

①吉﨑勝美
②昭32年８月５日
③東京都江東区
⑤派遣社員（主に製本）。昔小川町の製本会社でバイトして
て楽しかったから。あっちこっちに行けるのも楽しいです
が、今はある時期迄現場は固定してます。
⑥初めて得意な作業をいくつか見つけ、その作業ができる事、
色んな本との出会い
⑦体育祭で使用した大きな甲板作り。（当時紅組）高２の時
だったと思いますが、私がマンガ研究部部長をしていたの
でクラスメートの委員から熱心に頼まれ、当日ギリギリに
作成したのが感動的だった。（ベニヤで９枚か12枚使用）
⑧人生、幸福の基本は健康だと思うので、体を大事にし、あ
まり無理をせず自分の体と他人に思いやりをもって生きて
いって下さい。平和的に、自分に嘘をつかず、自分を信じ
精一杯生きぬいて下さい。いろんな夢を持つ人ならそれを
生きがいにしてがんばりましょう。
⑨私は宮沢賢治という人を大尊敬する男ですが、最近、
B&Bの島田洋七さんの “ 佐賀のがばいばあちゃん ” など
の著作にはまっております。人生を明るく楽しく教えてく
れるがばいシリーズは大変お勧め !!

会員

旧職員 旧職員

会員

旧職員
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平成21年度決算報告書

①一般会計の部
総収入 7,186,516 総支出 5,698,580 残高 1,487,936

☆収入の部
項目 予算額 決算額 摘　　　要

繰 越 金 3,462,609 3,462,609 前年度繰越金
入 会 金 990,000 990,000 入会者198名×5,000円
雑 収 入 726,500 1,079,840 会報寄付金､ 式典参加費､ お祝い金他
積立準備金 167,026 1,654,067 公社債利金及び基金定期預金より
合 計 5,346,135 7,186,516

☆支出の部
項目 予算額 決算額 摘要

総 会 費 1,300,000 1,373,052 40周年総会、式典費用
交通通信費 150,000 114,160 サーバー代及びホームページ管理年間費用含
会 議 費 70,000 84,024 役員会及び委員会、反省会
諸 会 費 40,000 42,000 東会送迎会、新年会他
慶 弔 費 30,000 29,399 入学式・祝電、本多先生花代他
行 事 費 40,000 41,760 文化祭参加費
印 刷 費 10,000 1,730 資料、印刷、コピー代
会報作成費 0 0 21年度発行なし
名簿作成費 180,000 176,400 平成22年卒東志会名簿＠735×240
雑 費 50,000 144,661 弓道部全国大会、東関東大会援助他
予 備 費 3,476,135 3,691,394 卒業アルバム電子化費用他
積立準備金 0 0 21年度はなし
合 計 5,346,135 5,698,580

②基金の部
　東京都公募公債　　　￥10,000,000
　定期預金　　　　　　￥　4,431,362
　クレディセゾン社債 ￥　6,200,000

上記のとおり決算報告いたします。
　　　平成22年6月14日

　　　　　　　　東志会会長

　　　　　　　　東志会会計

　　　　　　　　東志会会計

監査の結果相違ないことを認めます
　　平成22年6月14日

　　　　　　　　会計監査

　　　　　　　　会計監査

振り込め詐欺に注意 !!
　先日、葛飾署管内において「振り込めサギ」

が発生し、東高校の卒業生が被害に遭いました。

警察によると、平成5年版の東志会名簿が犯罪

に使われた可能性が高いとのことでした。

　不審な電話には十分ご注意ください。

平成23年度　委員会・総会のお知らせ
場所　東高等学校　会議室

日時　平成23年6月26日（日）

　　　委員会　午前11：30

　　　総　会　午後12：30

議題　新役員の選出

　　　決算、予算

　　　平成23年度行事予定

　　　その他
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し
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